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匝瑳市版生涯活躍のまち形成事業 

令和元年度 第 3回 飯倉駅前地区まちづくり協議会 議事録 

日時 令和 2年 3月 14日（土） 13：30～15：10 

出席者 ■協議会委員 

井上 峰夫  社会福祉法人九十九里ホーム理事長 

飯島 長男  前匝瑳市豊栄地区シニアクラブ副会長 

大塚 栄一  匝瑳市商工会副会長 

眞田 心哉  千葉興業銀行営業支援部長代理 

       代理出席 伊場 寛人 千葉興業銀行八日市場支店長 

宇野 智弥  匝瑳市介護事業者連絡会長 

加瀬 功一  匝瑳市ボランティア連絡協議会長 

椎名 英夫  幼稚園・保育園運営者代表 

 

■事務局 

社会福祉法人九十九里ホーム 

江波戸 美代 専務理事 

鈴木 敦子  事務長 

庄村 秀泰  コーディネーター 

鎌形 和宜  総務付 

 

特定非営利活動法人元気な日本をつくる会 

武藤 克哉  組織運営本部事務局長 

 

■オブザーバー 

匝瑳市 

大木 寛幸  匝瑳市企画課長 

江波戸 英樹 匝瑳市企画課 主査 

 

議事録 事務局 

 

 

１ 開会 

開会のあいさつを行った。 

 

事務局 

 

２ 議事 

ニッポンどきどき探訪のＰＲ実施報告 
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設計等建築関係の状況報告 

 

住民説明会の結果報告 

 

地域再生推進法人関係自治体ヒアリング調査報告（内閣府） 

 

第二回協議会／専門部会 委員のご意見、令和元年度まとめ 

（１） 移住・定住へのＰＲ手法 

（２） サ高住入居者のコミュティ運営 

 

今後のスケジュール 

 

事務局 

 

ここまでのところ、ご意見いかがか。 

Ａ委員 

 

 

Ｂ委員 

 

 

Ｃ委員 

 

 

Ｄ委員 

 

Ｅ委員 

 

Ｆ委員 

 

 

 

Ｇ委員 

 

事務局 

 

 地域のＰＲが不足している。間口を広げることも必要。食

べ物が安くて美味しいとの認知は強みになる。 

 

匝瑳市人口が減少している中では、こうしたアンケート中

心の進め方がいいのではないか。 

 

子育てしやすく子どもが守れるまちをアピールして生産

年齢の方々に来てもらいたい。 

 

 サ高住は一人部屋のみで夫婦では入居できないのか。 

 

需要として個室が多い。 

 

 完成まで 1年はあっという間。ここで何かやりたい人を地

元で募るのも良い。地域の外から人を呼びこむのも大事だ

が、地元の理解が大切だ。 

 

ニッポンどきどき探訪は配布する地域を変えたのか。 

 

昨年度は東京都が多かった。千葉県船橋市も入っている。 
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Ｇ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ委員 

 

 

Ｅ委員 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ委員 

 

 

Ｇ委員 

 

 

Ｃ委員 

 

 

Ｄ委員 

 

 

 

 

 

来年度も配布するなら地区を慎重に選んでもらいたい。 

内容で言えば、ＣＣＲＣ自体のアピールをもっと増やした

ほうがいい。 

サ高住は元気な高齢者が入居するのだから、例えば農作業

をして帰ってきた人が道具を入れるスペースなど、利用者目

線を考慮した部屋にすべき。 

匝瑳市には大人数の宴会場がない。地域食堂は転用可能な

つくりにして欲しい。飯倉駅前を降りてすぐの場所であり、

賑わいを作ってもらいたい。 

 

ＰＲ誌は 1万部と 2万部で費用が 100万円しか違わない。

多く印刷してはどうか。 

 

建物の設計が固まってきて、実際どうＰＲしていくのかを

考えると、西側の新規施設群と東側の既存施設群をどう一体

的に運営していくのかということと、必要なときにいつでも

医療提供が可能といったＰＲが良いのではないか。 

もう一つは、地域の外から来た人を受け入れる住民側のあ

たたかさが必要なのではないか。ボランティアの養成を地道

に行っていくことも必要。 

 

横芝は空港に既にバスが走っている。アクセス向上への準

備が今から必要ではないか。 

 

移住された方のなかには、当地は交通のアクセスが良いと

いう意見もある。 

 

自分の夢を追えるまちをアピールしてはどうか。 

行政の発信が少なく、柔軟に連携してもらいたい。 

 

都市部には住宅手当が 6～7万円出るところもある。働き

口を求めて出て行ってしまい、働く人がいない。若い人の移

住にはそういった点も考える必要がある。 

先ほど言われたように、夢を追うこと本当に応援できるよ

うにすべき。 
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Ｆ委員 

 

Ｇ委員 

 

オブザーバー

Ａ氏 

 

 

 

Ｅ委員 

 完成する前に盛大に内覧会を行うべき。 

 

 直売所は水産物を扱うと魅力が増すのではないか。 

 

具体的な夢を持たなくても、住みやすい地域で穏やかに暮

らしたい方々が来てもらえるような、働く、生きがいを持て

る仕組みが必要。今回整備する施設で働いてもらうというの

も一案。 

 

施設整備と併行してソフト面の検討を引き続き進めてい

きたい。来年度の協議会にもご協力いただきたい。 

 

事務局 

 

３ 閉会 


